



















































































































































































































































































普逓名詞＋暑 282 ！13 36 0 14 13 4 462
集団名詞＋曇 6 0 17 0 0 0 0 23???
準三唱名詞牽著 0 0 2 21 0 0 0 23








































































































































oe／o 200／o 40e／o 60e／e soe／e iooe／，
普通名詞のみ 普通名詞＋｡数形接尾辞 どちらでも良い 合計
自認語話者 472（83％） 44（8％） 53（9％） 569（100％）





























oe／o 20％ 400／o 60e／e soe／e
どちらでも
Iooe／e
集膨名詞のみ 集団名調＋｡数形接尾辞 どちらでも良い 合計
臼本語話者 493（86％） 41（7％） 41（7％） 575（！00％）



























































































































質問1倦） 7（2％） 76（19％） 124（31％） 193（48％） 400（100％）
質問2（司D 44（11％） 195（48％） 99（25％） 64（16％） 402（100％）
（欠損値　質間1で31，質問2で29）
図4　韓国語話者の複数形接尾辞の近似複数としての使用に対する違和感度
でも触れたように，「司」が指す指示対象は「家」や「家族」，「組織」などに限られ，常に団体
指示でなければならない。今國の意識調査でも，備考欄に「「qUは家族でないと使えない」「そ
の集まりが家族なら，「劇使用に違和感はない」とコメントしたインフォーマントが多数見ら
れた。
6．まとめ
　以上，文学作品と意識調査の分析結果にもとづき，β本語の複数形接尾辞を韓国語と対照・考
察した。これによって，臼本語の複数形接尾辞の特徴と韓国語との相違点が明らかになった。
　まず，日本語での複数形接尾辞の使用頻度が，韓国語でのそれに比べ非常に低いということが
いえる。これは前接する人名詞によって両言語の複数形接尾辞の共起領域が異なるからである。
これについての結果は，つぎの2点にまとめることができる。
　　（1）普逓名詞が不特定多数を指示する場合，韓国語ではできるだけ複数形接尾辞を後接し，
　　　　それらが複数であることを形式的に明確にしょうとする傾向が強い。しかし，日本語で
　　　　は複数形接尾辞を後接しないことが多い。
　　（2）韓国語の場合，集団名詞や準集団名詞にもできるだけ複数形接尾辞を後接するが，日本
　　　　語の場合，このような人名詞には複数形接尾辞を後接しないのが普通である。
　また，韓国語の複数形接尾辞とは異なるN本語の複数形接尾辞の特徴として近似複数の用法が
ある。この用法についての結果は，つぎの2点にまとめることができる。
　　（3）韓国語でもっとも一般的な複数形接尾辞である「琶」は近似複数を表せない。しかし，
　　　　撮本語の複数形接尾辞「たち」は，飛燕複数とともに近似複数も表すことができる。
　　（4）「暑」の代わりに，韓国語で近似複数を表しやすい複数形接尾辞として「司」がある。
　　　　しかし，これはあくまでも家族などの団体指示に使われる複数形接尾辞であり，非常に
　　　　限られた範囲でしか用いられない。
42
　今回の考察により，以上の4点が，臼本語と韓國語の複数形接尾辞の共起領域と用法における
相違点として明らかになった。
　以上のように，日本語と韓国語の複数形接尾辞は，共通点以上に多くの相違点を持っている。
本論では，「人名詞＋複数形接尾辞」のみを実質約な分析の対象としているが，今後は，さらに
考察の範囲を広げ，人名詞以外の品詞に複数形接尾辞が接続する形式についても，具体的な調査
と分析をする必要があると考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1仁田義雄（1997：p．108）は，「英語などの可算名詞が，〈数〉といった文法カテゴリを有し，《単
　　数形》か《複数形》かの，いずれかとして存在せざるをえなかったのに対して，EI本語の名詞
　　は，それが指し示す指示対象の数的異なりによって，自らの形態を変えることは，通例ない。」
　　と述べている。
2　これに関連して，野元菊雄（1978：pp．17－18）はつぎのように述べている。「「がた」というのは，
　　階上の人について使うのが普通でありましょう。「先生がた」などというように。これに対し
　　て「たち」や「ども」は，自分の側についていうことが多いようです。自分の側に属していな
　　くても，話し相手よりも低く待遇していいものについて使います。そのうち「たち」はそれで
　　もそうそのものを低めてはいないで，低めてはいるもののやや中立的となります。これに対し
　　て「ども」はもっと，それがついているものを低めるという機能を持っていますから，自分の
　　側についていうときは謙譲語と結びつく率が高くなります。…（中略）…そのほかに「ら」と
　　いうのもあります。「たち」と似たところがあると思います。」
3　この判断については，日本語母語話者3人に欝頭によるサンプル調査を行い，同様の圃答が得
　　られた。なお，［5］〔7｝［8］での，H本語のrなど」に豪たる「暑」の使用も特徴的である
　　が，これは後述する複数形接尾辞の近似複数の用法と深く関わっており，そこで詳しく述べ
　　る。
4最近では，日本語でも歌謡の歌詞などで「夢たち」「想い鵬たち」など抽象名詞に複数形接尾
　　辞を後接する形が見られるようになった。しかし，文化庁（1979：p．SO）では，「これら／それら
　　／あれらなどのように，一部の事物を表す代名詞につけて，その表しているものごとが複数
　　であることを表す。」として人称詞でない代名詞に薪ら」が後接できることは示しているもの
　　の，抽象名詞に後逸できるという記述はまだ見られない。
5　各用例の韓国語文の（）部のiヨ本語訳は筆者による直訳である。
6　「定記述ゴという用語は田窪行則（1997）の定義による。親族名詞や身分名，職業名，職位名な
　　ど，人称代名詞と固有名詞を除いた人称詞を総称する。
7韓国語の文法では，「暑」は接尾辞ではなく，不完全名罰として分類される。
8　この判断に関しても，注3で示したように，ロ頭による1ヨ本語母語話者へのサンプル調査を行
　　つた。
9　PJ本語の入称代名調については，すでに鄭恵先（2003）で様々な側爾から考察を行っており，そ
　　の中で韓国語の人称代名詞との対照も行っているため，複数形接尾辞のみを考察対象とした本
　　稿では特に扱わないことにする。
10　集団名詞，準集闘名詞，普通名詞という鵬語は，今圓の日本語と韓国語の複数形接尾辞の対照
　　にあたって，前接する人名詞を区分するために本稿で独自に名付けたものである。基本的に
43
　　は，言語学用語のnoun　of　multitude（群集名言の，　simple　collective　noun（単純集合名詞），
　　common　noun（普逓名詞）の定義にもとづいているものの，必ずしも西欧言語でのこれらの
　　区分と一一一・致する贋語ではないことをあらためて断っておきたい。
11今圓分析対象とした小説の中には方轡形式が含まれる作晶が1作あったが，本研究で考察対象
　　としている言語形式とは直接かかわりがないと判断したため，あえて取り除くことはしなかっ
　　た。
12　「友達ら」という表現は，関東ではそれほど頻繁に使われていない表現だが，関瀕のほうでは
　　よく葺にする形式であり，若干四四的な性質を持っていると考えられる。
13　日本語話者の場合は，このような条件をつけ加えなかった。その理由としては，臼本語話者が
　　韓国語に接する機会が，韓国語話者が日本語に接する機会に比べてはるかに少ないというこ
　　と，筆者のH本での韓国語教育の経験により，若干の学習経験や生活経験があっても，母語に
　　影響を与えるほどの段階にはいたらないと判断したことがある。
14用例（20a）が近似複数であることは，本用例の前に出てくる以下のような発話が根拠となる。
　　「これには，家族は愚か，ここらの者から，偶々旅籠に泊ってはったお客さんまで，みんな心
　　配しまして，夜中に松明を持って，この辺り一帯を探して回ったんです。」
15大阪外國語大学朝鮮語研究室（1986：p．482）では，「一副の説明に，「①（同種の人の団体・群
　　れを表す語）…たち，…ら：♀司～われら，僕たち；早～a～夫人たち。②（人の名まえや称号
　　についてその人の）家族；所：唱甘。トヨンナミの家族（所）」と記されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引墨文献
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Keyvvords
personal　noun　of　mu｝gtude，　simple　collective　persoRal　noun，　common　personal　noun，
　　　　　　　　　　　　　　　　　iiormal　plural，　plural　of　approxlmadon
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Absセact
　　　This　study　reveals　the　differences　in　context　and　usage　of　plural　suffixes　in　the　Japanese　Emd
Korean　languages．　rl　he　fundamental　data　were　obtained　from　works　of　literature　in　both　languages
and　the　findings　were　reinforced　with　questionnaire　surveys．　Firstly　to　clarify　the　differences　in
context　in　which　plural　suffptes　appear，　the　frequency　and　translation　in　literary　works　was
investigated．　ln　the　next　step，　a　questionnaire－survey　of　the　native　speakers’　intuitioR　of　both
languages　was　conducted　to　verify　that　the　contexts　mentioned　above　matched　with　the　real　usage．
　　　The　differences　in　context　in　which　a　common　personal　noun　takes　a　plural　suffix　are　as
follows：　（1）wnen　referring　to　an　indefinite　nttmber　of　people，　a　common　personal　noun　frequently
takes　a　plural　suffi＞〈　in　Korean　while　not　in　Japanese．　（2）A　personal　noun　of　muititude　or　a　simple
collective　personal　noun　takes　a　plural　suffix　very　frequently　in　Korean　while　seldom　in　Japanese．
　　　The　differences　of　usage　of　a　plural　suffix　is　as　follows：　（3）AJapanese　suffix，　一tachi，　can　refer
to　two　kiRds　of　plural，　namely　Rormal　plural　and　piural　of　appro＞dimation，　while　lts　Korean
counterpart，　一dul，　refers　only　to　normal　plural．　（4）To　refer　to　plural　of　approximation　in　the　Korean
language，　another　suffix，　一ne，　is　usually　used，　instead　of　一dul．
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